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（事業実施年度：平成３０年度）

（評価実施年度：令和元年度）

A

評価
割合

評価
割合

評価

［３．事業の成果］

評価

今後の事業方針

廃止

・県内公演の更なる充実
・次世代育成のための教育的プログラムの推進

・別府アルゲリッチ音楽祭の拠点施設である「しいきアルゲリッチハウス」の効果的な活用
・「しいきアルゲリッチハウスにおける子ども向け等コンサート開催事業」等の開催

［４．今後の課題と方向性等］

今後の課題 今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続

5,000

評価割合の合計は、端数処理上100％にならない場合があります。

a
　巨匠マルタ・アルゲリッチを中心とする国際音楽祭を、別府市、大分市の主会場で開催すること
により、県民に優れた芸術を享受する機会を提供するとともに、国内外に向けて最高レベルの芸術
イベント開催地として情報発信することができた。

実績値 6,152 5,581

達成率 123.0% 111.6%

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度 最終達成
(　　年度)

事業の成果

達成率 133.3% 200.0% 達成率
その他イベント数（回）

活動指標

総入場者数(人）

目標値 5,000 5,000

実績値 4 6 実績値13%
目標値目標値 3 3 4

達成率 100.0% 100.0% 達成率
実績値

a

最終達成
(　　年度)

対象コンサート数（回）
目標値 4 4 4

88%
目標値

最終達成
(　　年度)

指標名（単位） 達成度 ２８年度 ２９年度 ３０年度指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度

実績値 4 4

30,000 30,000

計 40,000 職員数（人） 0.80 0.80 0.80

④ 人件費 8,000 8,000 8,000

元年度(予算)

①一流の演奏家によるコンサート
　・オーケストラ・コンサート（大分公演:アルゲリッチ＆ナカリャコフ＆バボラーク
　　　　　　　　　　　　　　　＆水戸室内管弦楽団）
　・室内楽コンサート（別府公演:アルゲリッチ）
　・ハウススペシャルコンサート（アルゲリッチ）
　・公開弦楽四重奏マスタークラス
②その他イベント
　大分県出身若手演奏家特別公演/宗麟時代の西洋音楽の夕べ/フィルムコンサート/子どもによ
　る子どものためのコンサート/吉見友貴ピアノ・リサイタル/ステファニーアルゲリッチ写真展

① 35,000 総コスト 38,000 50,000 38,000

② 5,000

活動名及び活動内容 番号 主な活動の予算額 コスト ２９年度(決算) ３０年度(決算)

事業費 30,000 42,000 30,000

③ (うち一般財源) 30,000

［１．現状・課題、目的］

現状
・

課題

　人々が潤いある心豊かな生活を実現し、創造的で活力あふれる地域社会を構築
するためには、芸術文化が不可欠であるが、世界的な高水準の音楽鑑賞の機会が
少ない。

事業の目的
　県民が海外の一流の芸術に触れる機会を提供するため、世界的ピアニスト、マルタ・アルゲ
リッチを総監督に迎え、「育む」「アジア」「創造と発信」の基本理念のもと、子どもから大人
まで楽しめる多彩なプログラムを企画・実施する。

［２．事業内容］ （単位：千円）

政策区分 芸術文化による創造県おおいたの推進

施策区分 芸術文化の創造

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 芸術文化スポーツ振興課 評価者 芸術文化スポーツ振興課長　秋月　久美

事務事業評価調書
別紙２－４

事業名
別府アルゲリッチ音楽祭開催事業
（国際芸術文化振興事業）

事業期間 平成 １０ 年度　～　令和 年度



（事業実施年度：平成３０年度）

（評価実施年度：令和元年度）

A

評価
割合

評価
割合

評価

［３．事業の成果］

評価

今後の事業方針

廃止

・第15回展に向けての作品数増加
・大分アジア彫刻展に関する普及啓発
・彫刻芸術を鑑賞できる機会の創出 ・多言語（6カ国語）応募要項の作成やＳＮＳ等を活用した早期広報周知

・「巨大寝ころび招き猫」を活用した大分アジア彫刻展のＰＲ
・県内文化施設等での連携展示

［４．今後の課題と方向性等］
今後の課題 今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続

作品応募数（人）
目標値 425 331
実績値 318

評価割合の合計は、端数処理上100％にならない場合があります。

a

　国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭の開催等もあり、本展には前回の2,152人を大きく上回る入
場者にお越しいただくことができた。また、こども彫刻展の出品数も前回の207点から増加し、次代
を担うこどもたちにも、彫刻に対する興味・関心を惹くことができた。本展終了後は、大分市内で
過去の大賞作品を展示する紹介展を実施し、県民に対して彫刻芸術を鑑賞できる機会を創出するこ
とができた。

実績値 6,135
達成率 273.6%

達成率 74.8%

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度 最終達成
(　　年度)

事業の成果

達成率 100.0% 100.0% 達成率
紹介展開催数（回）

活動指標

本展入場者数（人）
目標値 2,242

実績値 2 2 実績値30%
目標値目標値 2 2 2

達成率 103.2% 達成率
実績値

a

最終達成
(　　年度)

こども彫刻展出品数（点）
目標値 222

70%
目標値

最終達成
(　　年度)

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度

実績値 229

計 7,900 職員数（人） 0.50 0.50 0.50

④ 人件費 5,000 5,000 5,000

元年度(予算)

①大分アジア彫刻展（本展）、おおいたこども彫刻展の開催
　会期：平成30年9月29日～11月25日　場所：朝倉文夫記念文化ホール、朝倉文夫記念館
　入選作品展示：30点（内入賞作品7点）　入場者数：6,135人
②紹介展（現代のかたち）の開催（2箇所）
　1.大分県立美術館（平成31年1月11日～18日）
　2.大分銀行本店　（平成31年1月21日～2月28日）

① 6,900 総コスト 8,900 13,034 8,900

② 1,000

活動名及び活動内容 番号 主な活動の予算額 コスト ２９年度(決算) ３０年度(決算)

事業費 3,900 8,034 3,900

③ (うち一般財源)

［１．現状・課題、目的］

現状
・

課題

　芸術文化は県民の活力ある地域社会の形成に寄与する重要な役割を果たすこと
が期待されているが、日本やアジアにおける現代の多彩な芸術・文化に触れる機
会が少ない。

事業の目的 　県民に対し国内外の優れた芸術・文化に触れる機会を提供する。

［２．事業内容］ （単位：千円）

政策区分 芸術文化による創造県おおいたの推進

施策区分 芸術文化の創造

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 芸術文化スポーツ振興課 評価者 芸術文化スポーツ振興課長　秋月　久美

事務事業評価調書
別紙２－４

事業名
大分アジア彫刻展
（国際芸術文化振興事業）

事業期間 平成 ４ 年度　～　令和 年度



（事業実施年度：平成３０年度）

（評価実施年度：令和元年度）

A

評価
割合

評価
割合

評価

［３．事業の成果］

評価

今後の事業方針

事務事業評価調書
別紙２－４

事業名 国民文化祭関連企画開催事業 事業期間 平成 ３０ 年度　～　平成 ３０ 年度

［１．現状・課題、目的］

現状
・

課題

　大分の未来を担う児童・生徒が、宇宙や海洋開発の最先端の研究内容などに触
れる機会の提供が求められており、国宝など教科書で見るような名品の展覧会を
開催する機会を活用することが求められる。

事業の目的
　子どもたちが芸術文化に触れると共に、宇宙や海洋開発の最先端の研究内容を紹介するため、
第33回国民文化祭おおいた2018、第18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会の期間に併せて芸
術文化ゾーンの大分県立美術館で特別企画展を開催、支援する。

［２．事業内容］ （単位：千円）

政策区分 芸術文化による創造県おおいたの推進

施策区分 芸術文化の創造

総合評価 終了 事業実施課（室）名 芸術文化スポーツ振興課 評価者 芸術文化スポーツ振興課長　秋月　久美

元年度(予算)

①特別企画展の開催
・海と宙（そら）の未来展
　開催期間　平成30年10月2日（火）～11月25日（日）
　入場者数　35,538人
・JAXA「油井亀美也宇宙飛行士講演会～未知への挑戦～」
　開催日　　平成30年10月16日（火）
　参加者数　1,990人
・有人潜水調査線しんかい6500、支援母船よこすか見学会
　開催期間　平成30年10月12日（金）～10月14日（日）
　見学者数　6,504人

① 6,620 総コスト 11,620

②

活動名及び活動内容 番号 主な活動の予算額 コスト ２９年度(決算) ３０年度(決算)

事業費 6,620

③ (うち一般財源)

計 6,620 職員数（人） 0.50

④ 人件費 5,000

最終達成
(　　年度)

イベント実施回数（回）
目標値 3 3

100%
目標値

最終達成
(３０年度)

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度

実績値 3

a達成率 100.0% 100.0% 達成率
3 実績値

実績値 実績値
目標値目標値

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度
最終達成

(３０年度)
事業の成果

達成率 達成率

活動指標

入場者数（人）

目標値 28,000 28,000

157.3%

評価割合の合計は、端数処理上100％にならない場合があります。

a
　自然科学系博物館がない大分県において、最新の科学芸術の成果を紹介する絶好の機会となっ
た。特に、高校生を対象とした特別観覧など教育との連携や宇宙飛行士の講演会、調査船の見学会
等の関連事業を行った結果、目標を大幅に上回る入場数を記録できた。

実績値 44,032 44,032

達成率 157.3%

廃止

・博物館・科学館的要素のある展示会の開催

・古代アンデス文明展などの企画展実施

［４．今後の課題と方向性等］

今後の課題 今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続



（事業実施年度：平成３０年度）

（評価実施年度：令和元年度）

A

評価
割合

評価
割合

評価

［３．事業の成果］

評価

今後の事業方針

廃止

・国民文化祭のレガシーの継承
・芸術文化の新たな展開の創出、芸術文化の次代を担う人材の育成

・本県に誘客できる特徴ある芸術文化事業の実施、地域の歴史・伝統芸能や食を巡るカルチャーツーリズム
の継続した展開
・若者の県民芸術祭への参加拡大、子どもたちが芸術文化に触れ、親しめる機会の創出

［４．今後の課題と方向性等］

今後の課題 今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続

1,200,000

197.9%

80.0%
評価割合の合計は、端数処理上100％にならない場合があります。

a
　県民総参加の意欲の喚起を図るために、国民文化祭等の開催を県内外に幅広く周知し、また、関
係団体と連携・協力することにより、開幕・閉幕行事や県主催事業、市町村実行委員会事業を実施
し、237万人の参加を得ることができた。

実績値 218,425 2,374,206

達成率 134.8% 197.9%

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度 最終達成
(３０年度)

事業の成果

4
達成率 103.2% 248.8% 248.8% 達成率 83.3% 80.0%

1,343,663 実績値 5 444%
実行委員会及び企画会議実
施回数（回）

目標値 6 5540,000
イベント観客数
（市町村事業）（人）

活動指標

イベント観客数（全体）
（人）

目標値 162,000 1,200,000

実績値 160,000 1,343,663

目標値 155,000 540,000
達成率 142.9% 233.9%

2,374,206

233.9% 達成率
23,391 実績値 2,403 2,192 2,192

1,000 1,700 1,700
2%

a240.3% 128.9% 128.9%
5

0%

最終達成
(３０年度)

イベント観客数
（県事業）（人）

目標値 7,000 10,000 10,000
53%

育成した芸術文化団体人材
の数（人）

目標値

最終達成
(３０年度)

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度

実績値 10,000 23,391

計 658,343 職員数（人） 17.00 21.00

④ 2,233 人件費 170,000 210,000

元年度(予算)

①県実行委員会事業
　開・閉幕行事の実施や日本舞踊の祭典等県主催5事業の開催(23,391人)
②市町村実行委員会負担金
　市町村実行委員会が実施するリーディング事業やプレイベントの広報経費に対する助成
　（18市町村 1,343,663人）
③おおいた文化の祭典助成金
　国民文化祭等に出演する団体に対する補助(24団体 2,192人)
④国民文化祭・全国障害者芸術文化祭実行委員会の設置
　実行委員会及び企画会議の開催

① 351,294 総コスト 358,053 965,930

② 288,546

活動名及び活動内容 番号 主な活動の予算額 コスト ２９年度(決算) ３０年度(決算)

事業費 188,053 755,930

③ 16,270 (うち一般財源) 168,044

［１．現状・課題、目的］

現状
・

課題

　平成３０年度に大分県で開催する国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭の成功
に向けて、開幕・閉幕行事の実施や県内外への戦略的広報の展開などが急務と
なっている。

事業の目的
　芸術文化の持つ創造性を活用した様々な分野の社会的、経済的課題への対応や地域づくりな
ど、「創造県おおいた」を推進するために、国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭を開催する。

［２．事業内容］ （単位：千円）

政策区分 芸術文化による創造県おおいたの推進

施策区分 芸術文化の創造

総合評価 終了 事業実施課（室）名 企画・広報課 評価者 芸術文化スポーツ振興課長　秋月　久美

事務事業評価調書
別紙２－４

事業名
国民文化祭開催事業
（旧国民文化祭開催準備事業）

事業期間 平成 ２８ 年度 ～ 平成 ３０ 年度



（事業実施年度：平成３０年度）

（評価実施年度：令和元年度）

A

評価
割合

評価
割合

評価

［３．事業の成果］

評価

今後の事業方針

事務事業評価調書
別紙２－４

事業名 子どもわくわく文化体験事業 事業期間 年度平成 年度　～　令和３０ ２

［１．現状・課題、目的］

現状
・

課題

　国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭やラグビーワールドカップ大分開催な
ど、県民の芸術文化に対する興味・関心が高まる機会を活かし、子どもたちが文
化を創造する機会の充実が求められている。

事業の目的
　国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭の来場者へのおもてなしの心を伝えるため、小・中・高
校生による大分の魅力発信をテーマとした絵画展の開催や小学生によるウェルカムカードの作成
などを行う。

［２．事業内容］ （単位：千円）

政策区分 芸術文化による創造県おおいたの推進

施策区分 芸術文化の創造

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 文化課 評価者 文化課長　木下　敬一

元年度(予算)

①おおいたの魅力発信ギャラリー
　大分県の魅力を発信する絵画展の開催（1回／98点）
②みんないっしょに文化体験
　文化部所属高校生による小学生向け文化体験講座の開催（5回）
③おもてなしウェルカムカードの作成
　全小学生による国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭の来場者・参加者向けウェルカムカード
　の作成（275校・60,388人）

① 2,491 総コスト 21,802 23,391

② 1,519

活動名及び活動内容 番号 主な活動の予算額 コスト ２９年度(決算) ３０年度(決算)

事業費 1,802 3,391

③ 406 (うち一般財源) 1,802 3,391

計 4,416 職員数（人） 2.00 2.00

④ 人件費 20,000 20,000

最終達成
(２年度)

作品展示応募作品数（点）
目標値 100 100 100

56%
ウェルカムカードの作成学
校数（校）

目標値

最終達成
(２年度)

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度

実績値 98 275
275 156 156

9%

a100.0%達成率 98.0% 達成率
実績値

実績値 5 実績値34%
目標値目標値 6 6 6

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度
最終達成
(２年度)

事業の成果

達成率 83.3% 達成率

文化体験講座の開催講座数
（回）

活動指標

本事業における文化活動に参
加した延べ学校数（校）

目標値 307 307 307

評価割合の合計は、端数処理上100％にならない場合があります。

a
　国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭開催に併せて行った絵画展示や、おもてなしウェルカム
カードの作成を通じて、子どもたちが気軽に文化に触れる機会を創出することができた。また、県
内５箇所で開催した高校生による小学生向けの文化体験講座では、文化活動を通じた校種間交流を
進めることができた。

実績値 307

達成率 100.0%

廃止

・文化活動の促進及び定着

・ラグビーワールドカップ大分開催を契機とした文化に触れる機会の充実
・障がいのある子どもたちが芸術文化に触れる機会の充実
・文化を通じた校種間交流の促進

［４．今後の課題と方向性等］

今後の課題 今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続


